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全
日
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書
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郷
土
の
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シ
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中
村
秋
香
を
書
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国
文
学
者
・
中
村
秋
香(

一
八
四
一
～
一
九
一
〇)

御
歌
所
寄
人 

明
治
時
代
に
古
今
和
歌
集
等
の
注
釈
書
や
国
語
読
本
を
著
作
。
東
京
音
楽
学

校
講
師
も
勤
め
多
数
の
文
部
省
唱
歌
、
各
地
の
校
歌
、
軍
歌
、
歌
謡
を
作
詞
。「
雪
」 

滝 

廉
太
郎
作
曲
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
清
水
興
津

に
一
九
〇
二
年
、
松
の
下
庵
と
名
付
け
て
晩
年
を
過
ご
し
一
九
一
〇
年
、
興
津
で
永
眠
。
こ
の
時
の
著
述
は
子
の
中
村
春
二
（
成
蹊
学
園
創
始

者
）
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
不
盡
迺
屋
遺
稿
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

松
の
下
庵
で
詠
ん
だ
短
歌
は
三
七
首
、
新
体
詩
一
編
。 
本
展
で
は
こ
の
内
、
短
歌
、
十
三
首
。
新
体
詩
よ
り
一
句
を
努
め
て
変
体
仮
名
を

使
わ
ず
読
み
易
い｢

漢
字
か
な
交
じ
り
書｣

と
し
て
小
画
仙
紙
半
切
や
全
半
懐
紙
に
書
き
、
軸
額
装
に
し
て
展
示
。
其
の
他
、
漢
字
、
か
な
、
臨

書
、
十
三
点
等
、
書
作
品
、
十
八
名
、
二
七
点
。
そ
の
外
、
は
が
き
絵
等
八
名
、
十
九
点
、
合
計
二
十
九
名
、
四
十
六
点
展
示
。 
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